
1462

平成24年度 教師海外研修 モンゴル

報
告
書
①

和
田
　
加
奈

報
告
書
②

大
西
　
結
加

報
告
書
④

曽
根
　
健
介

報
告
書
③

杉
田
　
亮
介

報
告
書
⑤

池
田
や
よ
い

報
告
書
⑦

報
告
書
⑧

山
﨑
　
功
子

石
原
　
康
代

報
告
書
⑥

今
村
加
代
子

授業実践の構成

授業実践のねらい

●モンゴルの様子を伝えることで、開発途上国に関心を持たせる。
●世界で取り組み解決すべき課題に気づかせ、自分自身がなすべきことを考えさせる。
●異文化を理解させるとともに、国際協力への関心を喚起する。

世界とつながる自分たちの生活を考えよう
香川県立観音寺中央高等学校　担当教科／英語

●実践教科：①総合的な学習の時間 ②英語 ③その他　　●時間数：計３時間（各１時間）
●対象学年：①総合：高校２年生 ②英語：高校２年生 ③その他：１年～３年（国際文化系列の特別授業）
●対象人数：①２００名 ②３４名 ③２７名　計２６１名

石原 康代

時　間 テーマ・ねらい 主 な 学 習 活 動 使用教材等

･モンゴルYES/NO クイズを考える
・解答しながらモンゴルについて知る
  （写真、体験）

･感想をまとめる

モンゴルを知ろう
モンゴルの生活を知り、異文化
への関心を持たせるとともに
理解を深めさせる
（総合：２年生２００名）

第1時

第2時

第3時

・ワークシート
・パワーポイント
・デール
・スーテーツァイ
・ゲル模型
・モンゴル通貨
・ＣＤ

･日本人の水の使い方を知る
･Virtual Water の量を考える
･モンゴルの水事情を知る
･世界の水問題解決のためにできることを
考える

･モンゴルでのごみ処理方法を知る
･日本のゴミ問題と比較する
･今後の国際協力の在り方について考える

地球の水問題を考えよう
日常の水の使用法を振り返り、
世界の水問題について考えさ
せる
（英語Ⅱ：２年生３４名）

国際協力について考えよう
ごみ処理問題を通して国際
協力の在り方を考える
（国際文化系列１～３年生 ２７名）

・ワークシート
・パワーポイント
・紙テープ
・Jica’s World No.47

・ワークシート
・パワーポイント

授業の詳細

　生徒の興味・関心を増すために、授業開始前からモンゴル音楽のＣＤを流し、授業開始時にはデール（民族衣装）を

着て紹介を受け、モンゴル語で挨拶をして導入とした。

第1時 モンゴルを知ろう（総合的な学習の時間：２年次生２００名）

研修を活かした授業実践例
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　最初にワークシートの「モンゴルＹＥＳ／ＮＯクイズ」に挑戦させ、各自が持っているモンゴルに対するイメージを記入さ

せてから、パワーポイントを活用しながらモンゴルの紹介をした。ゲル模型や通貨等を見せたり、スーテーツァイを試飲さ

せたりした。日本とモンゴル（主としてゲル）における生活の違いを知らせ、最後に感想をまとめさせた。

　生徒たちは１年次に英語Ⅰの授業でVirtual Water について学習し、２年次の英語Ⅱではグリーンベルト運動につい

て学習している。本時はその発展として世界の緊急課題である安全な水へのアクセスについて考えさせた。

　地球上で利用可能な淡水がどれほど貴重であるか、日本人はその水をどのように使っているのかを示した後で、身近

な食品を生産するために使われている水の量をグループで想像させ、紙テープの長さで表現させた。

　その後、草原のゲルで水を使っている様子やウランバートルのゲル地区での水汲みの様子、モンゴルの学校や道路

の様子を知らせた。

第2時 地球の水問題を考えよう（英語Ⅱ：２年次生３４名）

◯家畜の多さに驚いた。自分はあまり手伝いをしないので、子どもが家の仕事をしっかりしていると
聞いてすごいと思った。

◯ゲルには水道、風呂、シャワー、トイレが無いと聞き、当たり前のように日常使用できていることのあ
りがたさを感じた。

◯モンゴルには草原と砂漠しかないと思っていたが、ウランバートルは都会でビルが多く、渋滞するほ
ど車が走っていると知り驚いた。一度、行ってみたい。

◯モンゴル料理はおいしそうだった。ツォイバンとボーズを食べてみたい。

生徒の
反応

感想より

【所感】
　５０分間はとても短く、広大なモンゴルを紹介するには時間が足りなかった。それでも生徒は関心を持って聞き、スー
テーツァイの味に驚き、日本との違いを知り興味を持ったようだ。これまで「日本で活躍している力士の祖国」というイメ
ージしかなかった生徒たちに異なる面も紹介できたのではないかと思う。モンゴルの物を手に取ったり試したりすること
で、興味が増し「行ってみたい」という感想を書いていた生徒も多かった。

①デールで登場

③ウランバートル市内の様子 ④スーテーツァイ試飲 ⑤まとめ

②YES/NO クイズに挑戦

サインバイノー！

難しい！ 悩むなあ～

不思議な味！

　最初に「開発途上国」や「国際協力」に対するイメージや関心をワークシートに自由に記入させ、数名の考えを発表さ

せてから授業を始めた。モンゴルの報告を聞いたことのない１年生と３年生のために簡単にモンゴルの紹介をした後

で、フォトランゲージを用いてモンゴルのゴミ処理の様子を知らせ、「ごみ処理問題」を中心に国際協力の在り方について

考えさせた。

第3時 国際協力について考えよう（国際文化系列特別授業：１年～３年２７名）

◯生活に利用できる水の少なさに驚いた。日本人は水を使い過ぎだと思った。

◯自分では節水しているつもりだったけれど、モンゴルの生活を考えたら、まだ無駄使いしていると思
った。日本は水が豊かで幸せだと思うが、これからは他の国のことも考えていきたい。

◯１年の時に仮想水のことを聞いた時にはよく分からなかったが、テープを貼って見てみると、そんな
にたくさん水が要るのかということを実感した。

◯これから物を買うときは、少しでも世界を助けられる商品を買ったり、友達に教えたりしたいと思
う。自分の生活を少し変えることで、多くの命を救えたらいいと思う。

生徒の
反応

感想より

【所感】
　英語の教材として世界の水問題について読むだけでは実感できない内容も、本時のような活動を通して具体的にイ
メージできた生徒が多かった。Virtual Water の量を考え、紙テープの長さで表現する活動は難しかったが、グルー
プで協力して楽しみながら取り組めていた。自分たちにできることを発表させた時、教科書で学習した内容を踏まえて
考えられていたのもよかった。

　最後に、地球上での安全な水へのアクセス率を2002年と2010年で比較させ、改善されてはいるもののまだ十分で
はないことを知らせた上で、私たちにできることを考えさせた。生徒の発表後、県内の企業が浄化剤を送ることで飲料
水を生み出している活動（Jica’s World No.47より）やＷＦＰへの寄付ができる食品を紹介し、日本にいる高校生でも
日常の活動を通して世界の課題解決に協力することができることを示した。

④学習のまとめと感想③他のグループの考えと比較

①グループで相談 ②切って眺めながら意見交換

研修を活かした授業実践例
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◯モンゴルは緑が豊かでのどかな国だと思っていたので、ごみの多さに衝撃を受けた。

◯確かにモンゴルは広いので、ごみを埋めていってもいいのかもしれないけれど、きれいな自然を壊
すのはもったいないと感じた。もっと改善できるのではないかと思った。

◯国際協力に関心があり、参加してみたいと思っているが、そのためには、まず相手国のことをよく知
り、相手の立場に立って何が必要かを考えなければならないということが分かった。

◯「国際協力」というと「身近ではない」「大変そう」と思っていたが、思ったより身近なものだと分かっ
たし、自分ができることで少しでも協力していけたらいいなと思った。

生徒の
反応

感想より

【所感】
　限られた時間で大きなテーマについて考えさせようとしたため、欲張りすぎた内容となってしまった。集まった生徒の
半数以上がこれまでにモンゴルについて学習していなかったので最初に簡単な紹介をしたが、やはり時間不足だった。
グループの話し合いなどを通して、身近な活動で「国際協力」につながっているものを考えさせ、自分たちが取り組める
具体的な行動を考えさせたかったが難しかったようだ。機会があれば、違った形でもう一度考えさせてみたいと思う。

　生徒たちはモンゴルの様子や問題を知り、興味を持って考えられていた。異文化の紹介に終わるのではなく、生徒
たちの生活と結びつけて違いを感じ理解を深めてほしいと思っていたねらいは、ほぼ達成できたように感じる。しかし、
年間指導計画の中に特別な授業を加えることは非常に難しく、３時間の実践授業を同じクラスですることができなかっ
たことは残念だった。
　今後は国際理解教育が特別な講義や授業で終わるのではなく、通常の教科指導と並行して行えるようにしたいと
思うとともに、３年間で生徒に考えさせたいことなどを整理し、「国際理解教育」の年間指導計画を立てて取り組む必
要性を強く感じた。来年度、３年次生を対象に総合的な学習の時間とＬＨＲの時間を使ってこの学習の続きを指導し
ようと考えている。また、年度初めから計画的に準備をし、様々な教科の学習指導と連携して指導できるようにしたいと
も考えている。生徒が興味を持って取り組める活動について、さらに研修を続け、実践していきたいと思っている。

授業実践を終えて（成果と課題）

資　料

  資料1 パワーポイント資料抜粋
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研修を活かした授業実践例
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  資料2 第１時ワークシート抜粋

【書籍】
・『地球の歩き方モンゴル 2011～ 2012版』
　ダイヤモンド社 2011年

・『World Walker モンゴル（2012年夏号）』
　Adline LLC 2012年

・『Jica’s World No.47（2012年8月）』
　独立行政法人 国際協力機構 2012年

・『「ゴミ」を知れば経済がわかる』
　瀬戸義章 PHP 研究所 2012年

【インターネット】
・Water Works 水の働き
　http://www.waterworks.co.jp/vol11/page1.html

参考資料
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